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キ島:え:象を提|んで
去る平成25年 11月28日 (木)に 埼玉県合唱連盟顧間の小高秀一先生が73歳で御逝

去されました。謹んで哀悼の意を表 し、お悔やみ申し上げます。

さて、小高先生は、埼玉県合唱連盟役員 として、昭和50年度か ら昭和56年度 まで

「地区理事」、昭和57年度か ら昭和59年度まで 「監事」、昭和60年度か ら昭和61年度

まで 「理事 (主任)」を歴任され、昭和62年度か ら平成 4年 度までは 「副理事長」を

お務めにな り、平成 5年 度か ら平成12年度までは 4期 8年 にわた り 「第 3代 理事長」

をお務めにな りました。平成 13年度か らは 「顧問」 をお務めいただき、現在に至っ

てお ります。まさに、長年にわたり、埼玉県合唱連盟の牽引者として、連盟発展のために御尽力をいただき

ました。

小高先生は、たいへん気さくで温かく優 しいお人柄で、ユーモアのセンス

をお持ちで、多くの方から慕われておりました。埼玉県立芸術総合高等学校

の初代校長を歴任されるなど教育者としての重責を担われるとともに、川越

牧声会やイル ・カンパニーレなど多くの合唱団の指揮者としても精力的に活

躍されました。これも先生の卓越した音楽的な指導力と豊かな人間性の賜物

と推察いたします。

小高先生の音楽に対するひたむきで情熱的な姿勢は、常に我々に大きな示唆を与えてくださり、たくさん

のことを御教示いただきました。今後我々がなすべきこと

は、小高先生の合唱に対する並々ならぬ情熱や思いを継承

していくことであると思います。微力ではありますが、全

力でこれからも埼玉県の合唱音楽の普及と埼玉県合唱連盟

の発展に取り組んでまいる所存でございます。

結びに、小高秀一先生の埼玉県合唱連盟への多大なる御

貢献に対し、心から尊敬と感謝を捧げ、先生の御冥福をお

祈 り申し上げます。 (理事長 北川 裕)
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10月27日 (日)中 学校部門 (混声 。同声)

於 :広島県/ふ くやま芸術文化ホール

【高等学校部門Aグ ループ】

松伏高等学校合唱部

部 長 阪田 瑠那

私達は、先輩方が築き上げた伝統を受け継ぎ、4年 連続6度 目の全

国大会出場を果たすことができました。また、金賞並びに広島県教育

委員会賞を受賞できたことを部員―一同大変嬉 しく思つています。

練習は厳しく、多くの困難に直面しましたが、聴いてくださる方々

の心に響く演奏を目指し、部員同士で話し合い、時にぶつかり合い練

習を重ねました。

本番では、気持ちを一つに、精一杯演奏することができました。この演奏ができたのも、 日頃から私達を支えてくださって

いる先生方、家族、いつも温かく応援してくださる多くの方々のお陰だと思つています。心から感謝しています。

今後も皆様に愛される合唱部を目指して努力していきたいと思います。

【高等学校部門Bグループ】

星野高等学校音楽部

部 長 荒 川 麗

埼玉県合唱連盟、全日本合唱連盟関東支部の御推薦により、関東大

会、全国大会への出場ができましたこと部員一同心より感謝申し上げ

ます。昨年度、私達は関東大会において金賞をいただきましたが、全

国大会出場はなりませんでした。会場で泣き崩れる先輩、立っている

ことができず壁にもたれ掛かり、
~
言葉も出ない私達。悔しさと悲しみ

が入 り混 じり、今まで経験したことのない挫折感を味わいました。私

達の演奏に何が欠けていたのかを顧間の先生方とともに懸命に考え、話 し合いを重ねました。すると、朝練 ・昼練で自主練習

をする部員、先生に個人レッスンを積極的にお願いする部員が次第に増え、演奏の質の向上を自覚するようになりました。例

年になく厳 しい練習が続きましたが、音楽的な喜びは以前に比べて増していったのです。そして今年度、新潟での関東大会に

於いて金賞 (支部長賞)を いただき、全国大会の舞台に立つことができました。「正しい努力をすれば報われる」という当たり

前のことを、身をもって感じられた貴重な 1年 となりました。

【中学校部P5混声合唱の部】

春 日部市立武里中学校合唱部

部 長 中村 綾花

副部長 影山 彩音

顧 問 島方 麻美

私達は吹奏楽と合唱の両方を日々練習している吹奏楽 ・合唱部で

す。今年度から
′
1年生も全員が出場、兼部男声有志と合わせると関東

大会初出場の初心者が30人以上、さらに顧間の先生も新しく代わり

ました。そんな中、念願の全国大会2度 目の出場をとても嬉しく誇り

に思い、「音楽を通して自分達に完全に消化できる言葉で、魂の昇華を祈 りながら未来への決意を切々と訴える」涙が溢れ出る

ような感動を聴いている人に地球上の魂に伝えたい、21世紀最高の演奏をしたいと思いました。これからも仲間を信じ、たく

さんの方々の支え 。応援があつてここまでくることが出来たのだという、感謝の気持ちを忘れずに 「音楽は心」をモットーに

頑張 りたいです。

金賞 ・広島県教育委員会賞

銀  賞

銅  賞
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【中学校部門同声含唱の部】

栄東中学校 コーラス部

部 長 新 海 愛

関東支部代表として全国大会への切符を手にしたときの喜びは、と

ても言葉では伝えきれないものでした。

昨年、一昨年と先輩たちの背中を見て学び、足を引っ張らないよう

にと必死に追いかけてきた私たちが、今年は最上級生として後輩を導

いていく立場となり、戸惑いやプレッシャーに悩んだこともありまし

た。また、練習を重ねるにつれて壁にぶつかり、もがき苦しんだこと

も多くありました。そういったハー ドルを部員全員で力を合わせながら乗り越え、一歩一歩成長を重ねながら臨んだ今回のコ

ンクールを通し、私たちの得たものはとても大きくかけがえのないものになりました。

素晴らしいホールと満員の聴衆の中、私たちの演奏を全国のみなさんに届けられたことは、部員全員の誇りです。

今年、私たちが選んだ 「森へ」と出会ってから半年間、自然の魅せる様々な表情をより繊細に、より幻想的にと試行錯誤し

ながら、和音の響きを磨き、バランスを整え、と悩めば悩むほど少しずつ表現を深めていけた気がします。私たち 3年 生にと

って中学校最後のステージを迎えるにあたり、今日までの練習を信じ、仲間を信じて、心を一つにステージに立つ事ができま

した。金賞を受賞できたことはもちろんですが、ステージを降りた時、皆が笑顔でいたことがとても嬉しかつたです。

最後になりましたが、いつもそばで温かく見守ってくれた両親、校長先生をはじめとする諸先生方、また、応援 してくださ

ったすべての皆様に、心から感謝の気持ちを申し上げます。ありがとうございました。

所沢市立狭山ヶ丘中学校合唱部

部 長 遠藤 優花

副部長 中村 紅葉

狭山ヶ丘中学校合唱部は過去において、数々の大会に出演してきた

伝統ある部です。現在は宮本隆久先生、また今年度着任された山下マ

リ子先生のご指導のもと、部員27名で新たな伝統を築くため日々練

習しています。

今年度のコンクールで演奏した 「日の出」 「朗詠譜」はどちらも取

り組んだことのない雰囲気の音楽でしたので、最初は未知の音楽にふれるように、手探 りの練習でした。それでも2曲 それぞ

れの世界観を表現できるよう、曲の読み取りを深め、全国大会ではその成果を発揮することができました。

最後になりましたが、校長先生をはじめとする先生方、保護者の皆様、そして埼玉県合唱連盟の皆様に深く感謝致 します。

本当にありがとうございました。
撮影 :スタッフ ・テス蜘

2013年 11月23日 (土)・24日 (日)大 学職場一般部門

於 :千葉県/千 葉県文化会館

【大学職場一般部門室内含唱の部】

合唱団 「あべ犬東」

指揮者 中尾 ―貴

舞台から客席を見上げた時、日の前に広がったのは一杯に埋まった

客席でした。さすが全国大会、やはリー味違う。会場は熱気に包まれ

ていました。

全国大会はヨンクールというよりお祭 りに近いと思います。県大会、

支部大会はやはり賞が気になり、不思議な緊張感が漂つてしまいます。

しかし、全国の場では、そのような緊張感から解放された自由な音楽

が満ち溢れていました。次から次に披露される素晴らしい音楽には、

れました。

県大会銅賞から2年 、全国大会への出場を通じて得た経験と積み重ねた時間は、私達の宝物となりました。同時に、合唱の

さらなる可能性も知りました。

その可能性を体現するため、そして合唱のさらなる発展に貢献するため、これからも精進して参ります。

銅 賞

「アマチュアでもこれだけ出来るのか !」と心を揺さぶら

金  賞

銀  賞

撮影 :榊大阪フォ トサービス
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2013年 8月 4日 (日)於 :東京都/昭 和女子大学人見記念講堂

vrings Jr.

団 員 南雲 千尋

Wings」r.は今回初参加でした。全国の合唱団の人達と歌うこと

はもちろん初めてでとても緊張しました。

1日 目のア トリエという時間では武田雅博先生に丁寧に声を創

ることを教えていただき、曲に込められた思いを表現していくこ

との大切さも知りました。

2日 目の本番のステージでは緊張感がありましたが、とても楽

しく歌と踊 りを披露することができたと思います。全体合唱 「Dona

になれたように感じました。

nobis pacem」 で全国から集まった合唱団の人達と一つ

先生方に指導して頂き、よリー層合唱の楽しさを知ることができ、本当に良い経験ができました。ありがとうございました。

撮影 :榊大阪フォトサービス

◎檸麒鵞又呂旬潮咆
ジュニアコーラスの祭典inほくと

2013年 8月 5日 (月)・6日 (火)於 :山梨県/高 根ふれあい交流ホール

さいたま市立海老沼小学校合唱部

部 長 勝 部 琳

私達海老沼小学校合唱部は、 8月 4～ 6日 に第28回国民文化祭

やまなし2013「 ジュニアコーラスの祭典inほくと」で演奏するた

めに、 2泊 3日 の演奏旅行に行つて来ました。自分達が歌うだけ

ではなく、現地では、兵庫稲美少年少女合唱団さんと交流演奏会

をした り、コンサー トでは他の団体の皆さんやNYヤ ングピープ

ルズコーラスの皆さん達の演奏を聴いたり、合同合唱をしたり、

交流カレーパーティーで全国の合唱団の方と友達になったりと、本当に貴重な経験をさせて頂きました。私にとっても、小学

校生活最後の夏休みに3年 間続けた合唱部の仲間と、心に残る思い出ができました。お世話になったたくさんの方々、本当に

ありがとうございました。
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2013年 11月 23日 (土)於 :さ いたま市 プラザウェス ト

平成25年11月23日、さいたま市桜区のプラザウェス トでSAITAMAコ ーラスワ

ークショップ2013秋が行われました。

春のワークショップと色を変え、秋はなるべくコンクールなどをあまり高く意識

せず、好きな合唱に楽しく触れながら充実した趣味の一日を過ごしていただけたら

と思い、今回の企画をしました。講師は雨宮昌子先生、午前 ・午後とも発声の講習

を、じっくり、たっぶリレッスンしてくださいました。お腹と喉だけでなく、息や

背骨、耳など、身体の様々な部分に関して知覚 しやすいように、丁寧でユーモア溢

れる素晴らしい講習でした。

発声の講習というとありきたりにも思われがちですが、歌う立場としては常に意識としてついてくるものです。特に一般の

合唱団の練習スタイルからすると、一回の練習の中に占める発声練習の時間はなかなか満足に取れるものではありません。今

回参加された方は200名以上いらっしゃいましたが、まる一日発声にじっくりと取 り組んでいただき、初心者の方も経験者の

方も、また熟練された方々にもきっとご満足いただけたことと思います。

午前 ・午後とも、 1時 間発声の講習を受けた後、参加者で合唱をしました。午前 「君をのせて」、午後 「河口」。理事の指導

によるパー ト練習を経て、ステージで合唱をしました。聴き慣れたレパー トリーでも、発声に気をつけて合唱すると、ハーモ

ニーがより美しく聴こえます。まさにこのハーモニーが、この日の練習の成果でした。

今後も皆様の合唱ライフに少しでもお役に立てるよう考えて、講習の企画運営をしていきたいと思いますので、是非ご意見

・ご要望をお寄せください。また、今回参加されなかった皆様も、次回は是非参加検討をしてみてください。

(常務理事 小松 直詩)

参加された方々の感想

秋のコーラスワークショップに初めて参加

し、小春 日和の中、わくわくした気持ちで受講

いたしました。初心者向け発声練習とあって、

雨宮先生のご指導は、わかりやすく、声は 「体

が楽器です。」 と話され、実際に声を出してみ

て 「なるほど」と感じられるご指導でした。午

前中だけの参加でしたが、最後は参加者全員の

大合唱、中学生～大人までと、胸が 「ジーンJ

とし有意義な時間を過し、とても勉強になり、

これからも歌つていきたいと思います。

鴻巣市民混声合唱団 鈴木 洋子

今まで発声の基礎をくわ

しく学ぶことが少なく、な

ん とな くで してきた こと

を、 1か らわかりやすく教

えてもらえることができ、

ためになりました。

これからは教わったこと

を普段から意識していきた

いです。

浦和明の星女子

中学高等学校グリー部

大岡 未羽

基本に立ち返って勉強させて

いただき、参考になりました。

男声合唱団 メンネルA.E.C.

非常に有意義な 1日 でした。

講師の雨宮先生には “身体"と

いう楽器の仕組みから、声の出

し方、さらに午後には曲を使つ

た指導までしていただき、まさ

に基礎から振 り返ることができ

ました。

ありがとうございました。

混声合唱団 獅子

遠山ちひろ
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2014年 1月 17日(金)高 等学校の部

18日(土)中 学校の部

19日(日)ジ ュニア・ユース ・レディー 。一般の部

於 :久喜総合文化会館

第25回埼玉ヴォーカルアンサンブルコンテス トが 1月 17日 (金)高 等学校部門を皮切 りに、18日 (土)中 学校部門、19日

(日)ジ ュニア ・ユース ・レディー 。一般部門と全 3日 程で開催され、今年も熱戦が繰 り広げられました。

特に高等学校部門では参加団体数が65を数え、審査を担当された先生方にとっても頭を抱える激戦になりました。

また、出演団体の熱演の陰には、周到な準備 ・スムーズな進行に全力をそそいでくださつた合唱連盟理事の諸氏をはじめと

して、当日係員としてお手伝いいただいた各合唱団のメンバーの方々の深いご理解とご協力の支えがありました。

ここに深く感謝申し上げます。

アンサンブルコンテス トでは少人数ならではの選曲、そして緻密なアンサンブルがその最大の魅力とも言えるでしよう。ル

ネサンスバロックの宗教作品、世俗作品をはじめロマン派や近現代の外国作品、また、日本の童歌や民謡、そして現代の作品

まで、個性豊かなプログラムと演奏が楽しめました。

3日 目一般部門の終演後には、高等学校部門と中学校部門での上位団体を迎え 「優秀団体演奏」を開催しました。高等学校

部門からは県立伊奈学園総合高校音楽部、県立芸術総合高校合唱部が、中学校部門からはふじみ野市立大井中学校音楽部A、

所沢市立狭山ヶ丘中学校合唱部がそれぞれ出演し、その見事な演奏に会場からはため息とともに大きな拍手がわきまルた。部

門が違う団体の演奏は普段なかなか聴く機会がなく、こういつた演奏会の存在はとても刺激になります。次年度以降も是非と

も継続していきたい企画です。

さて、平成元年に記念すべき第 1回 のSVECが 開催されてから、早いもので四半世紀が経ち、今回で25回の節目を迎えまし

た。その間、よりよい響きを求め県内でも指折 りの音楽ホールで開催したり、また、SVECが 徐々に浸透し盛んになっていく

中、出演団体数の増加に伴いより多くのキャパシティと良い響きを備えたホールを…といつた具合に、よりよい運営を模索 し

ながら歩んで参 りました。今後も改善を要する課題を多く抱えておりますが、連盟の会員の皆様方のご協力をいただきながら

善処していく所存でございます。今後ともよろしくお願い申し上げます。 (常務理事 石山 明)

Ladies Choir潮の音

団長 藤田 智子

レディスクワィア潮の音は今年創団20年を迎えます。この節目に創団当時に歌った 「MISSA SIMPLEX」を原点に戻つて今

のメンバーで歌おうという挑戦のステージでした。なにより合唱好きで練習好きなメンバーと、あくまでも粘 り強く妥協しな

い山根先生と、この曲に取り組む日々は楽

しいだけの練習ではありませんでした。け

れどもそんな練習の中で、合唱の奥深さと

共に仲間と歌う事の心強さをあらためて実

感しました。 この度金賞をいただき、私達

はまた新たな次のステップヘ踏み出したい

と思います。

撮影 :ス タツフ ・テス悧
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第25回 埼玉ヴォーカルアンサンブルコンテスト審査結果
☆高等学校の部 (1/17)

【金 賞】浦和第一女子高校音楽部 B(知 事賞)、星野高校音楽部 B(教 育長賞)、星野高校音楽部 A(総 局長賞)、浦和第一

女子高等学校音楽部 A、伊奈学園総合高校音楽部、川越女子高校音楽部、芸術総合高校合唱部、久喜高校音楽部 B、

小松原高校音楽部 A、松伏高校合唱部 A、久喜高校音楽部 A、西武学園文理中学 ・高校合唱部、大宮高校音楽部 A、

大宮高校音楽部 B、 浦和高校グリークラブ B、 小松原学園混声合唱団、松伏高校合唱部 B

【銀 賞】松山女子高校音楽部 C、埼玉栄高校コーラス部、星野高校音楽部 C、 浦和高校グリークラブ A、 熊谷女子高校音楽

部 B、 熊谷女子高校音楽部 A、 県立川越高校音楽部 A、 不動岡高校音楽部 B、 松山女子高校音楽部 A、 川越南高校

音楽部、熊谷高校音楽部 A、 大宮光陵高校合唱団 A、 小松原高校音楽部 B、 県立川越高校音楽部 B、 熊谷高校音楽

部 B、 慶應志木高校ワグネル ・ソサィエティー男声合唱団 B、 春日部高校音楽部、小川高校音楽部

【銅 賞】不動岡高校音楽部 A、 松山女子高校音楽部 B、 さいたま市立浦和南高校音楽部、秩父高校音楽部、春 日部女子高校

音楽部 A、 川口市立川口総合高校音楽部、大宮光陵高校合唱団 B、 春 日部女子高校音楽部 B、 坂戸西高校音楽部、

熊谷西高校合唱部、開智未来中学高校コーラス部、慶應志木高校ワグネル ・ソサィエティー男声合唱団 A、 所沢北

高校音楽部

【優良賞】松山高校音楽部 (奨励賞)、秋草学園高校音楽部、川越西高校合唱部、淑徳与野高校音楽部、栄北高校コーラス部、

上尾南高校音楽部、浦和学院高校コーラス部、寄居城北高校ヨーラス部、自岡高校音楽部、春 日部共栄中学高校合

唱部、岩槻高校合唱部、鳩ヶ谷高校合唱同好会、川口北高校ヨーラス部、久喜北陽高校コーラス部、羽生第一高校

コーラス部、細田学園高校合唱部、花咲徳栄高校コーラス部

★中学校の部 (1/18)

【金 賞】ふ じみ野大井中学校音楽部 A(知 事賞)、所沢狭山ヶ丘中学校合唱部 (教育長賞)、所沢向陽中学校ヨーラス部 (総

局長賞)、栄東中学校ヨーラス部 B、 栄東中学校コーラス部 A、 春 田部武里中学校合唱部 A、 川口南中学校、さい

たま城南中学校合唱団、春日部中学校合唱部 B、 秩父第下中学校コーラス部

【銀 賞】星野学園中学校音楽部、羽生東中学校音楽部、春日部中学校合唱部 A、 所沢南陵中学校合唱団、ふ じみ野大井中学

校音楽部 B、 春日部豊春中学校混声合唱団、春日部武里中学校合唱部 B、 伊奈小針中学校合唱部

【銅 賞】さいたま宮原中学校合唱部、蕨第一中学校音楽部、所沢中学校、川口青木中学校ヨーラス部 A、 浦和明の星女子中

学校グリー部、熊谷大原中学校合唱部、宮代須賀中学校合唱部、熊谷富士見中学校音楽部、大妻嵐山中学校コーラ

ス部

【優良賞】熊谷東中学校合唱部 (奨励賞)、川口西中学校音楽部、日高高根中学校有志合唱団、川口青木中学校コーラス部 B、

さいたま宮前中学校合唱部、深谷上柴中学校音楽部、加須昭和中学校音楽部、久喜中学校合唱部、小鹿野中学校音

楽部

★ジュニアの部 (1/19)

【金 賞】所沢フィーニュ少年少女合唱団 (教育長賞)、春 田部八木崎小学校合唱団 (総局長賞)

【銀 賞】Wings Jr.B、 Wings」二A

【銅 賞】春 田部ジュニアコーラス、児童合唱団ピアーチェ

【優良賞】歌輪島 (奨励賞)、深谷市少年少女合唱団

★ユースの部 (1/19)

【金 賞】Paradise Relax(教 育長賞)、v∝es kunel(総 局長賞)、彩の国ヨンソーシアム合唱団 KIRARA☆ M破 ed

【銀 賞】合唱団 amOre、 埼玉栄OBo OG会 、混声合唱団 獅子

【銅 賞】アンサンブル ・シュル フラウエン、Korus Fenyё 「コールシュ フェニューJ、Chor ttaut

【優良賞】Raison detre(奨 励賞)、合唱団 久遠

☆レディーの部 (1/19)

【金 賞】Ladies Choir潮 の音 (教育長賞)、コール ・ドルチェ (総局長賞)

【銀 賞】T―Croce、 コーラル ・デイジー

【銅 賞】浦和ブルーコーラス、ビアチェーレ

【優良賞】が らがらどん (奨励賞)、女声合唱団 「彩花」

★一般の部 (1/19)

【金 賞】Utabonne(知 事賞)、Wings(教 育長賞)

【銀 賞】コール ・マーガレット (総局長賞)、女声アンサンブル 01市e                      ｀

【銅 賞】コーロ 。ルリオ、Porta Lbera KT

【優良賞】混声合唱団 り‖越牧声会 (奨励賞)、男声合唱団 メンネルAEC.(奨 励賞)

下線の団体は関東大会出場
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第 3回

2014年 3月 16日 (日)川 中ヽ学校部門 ・高等学校部門 。一般部門

於 :群馬県/前 橋市民文化会館

Utabonne

代表 塚越 あゆみ

昨年夏に団を結成。 9月 から練習を始め、わずか 5か 月。埼玉県大会の

審査発表で 「県知事賞」 と言われたときは、あまりにも予想外の結果に、

何が起きたのかわかりませんでした。

団員は、中学や高校時代に合唱に打ち込んだ人ばかり。再び歌を歌いた

くな り、世代を超えて、懐かしの恩師のもとに結集しました。10年以上音

楽のブランクがある団員もたくさんいますが、いま少しずつ感覚を取 り戻

しているところです。

このたびの大会では、満足度100%に は届きませんでしたが、これもいい経験。近いうち、みなさんに聞き入ってもらえる

歌声を届けられるように、少ない練習を大切にしていきたいと思います。
             撮影 :スタッフ・テス脚

乞うご期待 !

口  査 結  果
小中学校部門 【鋼 賞】ふじみ野市立大井中学校音楽部

高等学校部門 【金 賞】星野高等学校音楽部、県立浦和第一女子高等学校音楽部

一 般 部 Pヨ 【銀 賞】Utabonne、 Paradise Relax                                 `

第68回関東合唱コンクール審査結果
2014年 9月 21日 (土)中 学校部門 (混声 。同声)  於 :新潟市民芸術文化会館

2014年 9月 22日 (日)高 等学校部門 (A・Bグ ループ)於 :新潟市民芸術文化会館

2014年 9月 29日 (日)大 学職場一般部門      於 :静岡市清水文化会館

学 校 混 声 【金 賞】春日部市立武里中学校合唱部

【銀 賞】春日部市立豊春中学校混声合唱団、所沢市立三ヶ島中学校合唱団

【銅 賞】所沢市立南陵中学校合唱団

【金 賞】栄東中学校コーラス部、所沢市立狭山ヶ丘中学校合唱部、所沢市立向陽中学校コーラス部、

ふじみ野市立大井中学校音楽部

春日部市立春日部中学校合唱部

県立松伏高等学校合唱部

県立芸術総合高等学校合唱部、県立伊奈学園総合高等学校音楽部

星野高等学校音楽部(支部長賞)、県立久喜高等学校音楽部、県立浦和高等学校グリークラブ

県立松山女子高等学校音楽部、県立浦和第一女子高等学校音楽部、県立大宮光陵高等学校

合唱団、県立川越高等学校音楽部、県立熊谷女子高等学校音楽部

M.I.混声合唱団 ・西武学園文理高校合唱部、合唱団amOre

合唱団 「あべ犬東」、scatola di voce

混声合唱団 り‖越牧声会

浦和混声合唱団

La ⅣIer

一　

　

　

　

　

　

　

　

中

中 学 校 同 声

高 等 学 校 A

高 等 学 校 B

大職一般ユース

大 職 一 般 室 内

大 職 一 般 混 声

【銀

【金

【銀

【金

【銀

【銀

【金

【銀

【銅

【銀

賞

賞

賞

賞

賞

　

賞

賞

賞

賞

賞 場
　
一

大 職 一 般 同声 下線の団体は、全国大会出
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第 37回

(第39回 おかあさんコーラス埼玉県大会)
2014年 3月 8日 (土)。 9日 (日)於 :和光市民文化センター

♪華やかな歌声が響き渡ιl、おかあさんコーラス大会が終了しました♪
第37回全日本おかあさんコーラス大会が盛大に開催できましたことを、心から感謝申

し上げます。

本年より、一部選考も取り入れ、関東大会出演団体発表も演奏後という新しい試みに

挑戦いたしました。 2日 目の演奏終了後、抽選及び結果発表会にも沢山の方に参加して

いただき、会場を盛り上げていただきました。

また、招待演奏では小松原高等学校音楽部の皆様に力強く素晴らしい歌声を聴かせてい

ただきました。ありがとうございました。

関東大会出演団体の皆様、おめでとうございます 17月 千葉の会場で素敵な演奏を披露してきてください。

2日 間皆さんの演奏に対 し、講師の 3人 の先生方からも温かいお褒めの言葉と御指導をいただきました。

J・,基勇鶴TttIT'I・菖lF課 ル結XT子落島41駐椛盲雰男(了∬r;薔製15琢薯万毬基茅ぎ1藁捉聾確頂鵠
: 鈴木 憲夫先生 ・・話 し言葉 と歌 う言葉を使 い分けて歌いましょう。

                         1

1:高 嶋みどり先生 ・・声が皆 さんきれいですね。耳 をつかいなが らハ
ニ

モニ
ニ

を大切
li]盤 意上蕊滅z廣 L躙 _劉 犠磁物脚螂ノ■■■,‥ 炒 レ ィ■‥‥ ■,‥ =‐‐ 1‐■‐■:″″絆 :,‐辮 ■■‐‐,■ ■●:りI… ■■■■‖‥ ‥ ■■‐ り I

平成27年は 3月 7・ 8日 「鴻巣市文化センター、クレアこうのす」で開催します。

更に魅力的なコーラス大会を目指 し、改善を図つてまいります。参加をお待ちしてお

ります。

また、来年お会ιlいたしきしょうf
(常務理事 大舘 直美)

がらがらどん

代表 須長 尚子

第37回 おかあさんコーラス埼玉県大会に出演して
『がらがらどん』は今年度から 『子育てコーラス』を卒業し、合唱連盟に所属し新たな挑戦を始めたところです。

今回の大会も、同じ 『母』としての立場で合唱に取 り組む多くの方々の姿に励まされ、そして感動いたしました。

忙 しいからといい訳せず、個人個人がしっか り勉強し、その上で楽しい 『合

唱仲間』との交流をこれからも楽しんでいきたいと感じました。

御講評いただいた 3人 の先生方のア ドバイスも本当にためになりました。こ

れからの練習にしっかり取 り入れ、更なる向上を目指していきたいです。

素晴 らしいホールでの貴重な体験。もっともっとうまく歌いたい !自分たち

はもちろん、聞いて下さる方に歌う喜びを伝えたい |そのためにもっともっと

心を合わせて練習するぞ一 !と、思える素晴らしい一日になりました。ありが

とうございました。 これからも 『がらがらどん』にできることを追求してまい

ります。 撮影 :ス タッフ ・テス榊

第37回全日本おかあさんコーラス関東支部大会推薦団体
7月 5日 (土)

女声合唱団 「彩花」、コーロ °フオンターナ、mellowコール、ポモ ドーロ、レ ・コンソグラ、ルシアス、    '

ゆうかり女声合唱団

7月 6日 (日)

浦和女声合唱団、ヴォーチェ ・ビアンカ、紫苑の会、澪の会、三郷ジョイコール、コール ・リラ

(関東支部大会出演順)
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とき、合唱に携わる仕事をやつていこうと決めました。

大学卒業後は、縁あつて星野女子高校 (現星野高校)

に勤めることになりました。文武両道を教育方針に掲げ

ていたこともあり、クラブ活動も盛んでした。それでも

音楽部を上達させるのには時間が掛かりましたがtコ ン

クールや演奏会等で高い目標を持たせることにより、少

しずつでしたが部員も増え活気も出てきました。部員数

も60人を越え、コンクールで結果を出さなければとい

う思いが強くなりましたが、なかなか関東大会出場への

壁を破ることができず、思い悩んでいました。

しかし、埼玉県合唱連盟の役員に名を連ねさせて頂い

たことが、壁を破るきっかけになりました。役員の皆様

が仕事に取 り組む姿勢は素晴らしく、合唱祭やコンクー

ルだけではなくすべての行事に対して全力投球でした。

指導者の先生方は互いにライバル意識を持ちながらもお

互いに勉強し合い、指導力を更に高めようとしていまし

た。こうした努力があつてこその関東大会や全国大会ヘ

の出場なのだ、と痛感するとともに、こうした素晴らし

い先生方との出会いのおかげで私自身も関東の壁を破る

ことができ、更に全国大会で金賞受賞を果たすことが出

来ました。現在の私があるのは連盟のおかげで、本当に

感謝しています。

現在は今まで学んできた知識を生かしながら、合唱を

楽しむ人に少しでも喜んでいただけるように指導に励ん

でいます。私自身もこうして合唱に今でも携われること

に喜びを感じると同時に、これまでの全ての出会いに感

謝をしています。

す旨揮者 廣 重 雅 己

全ての出会いに感謝して…

私が合唱の素晴らしさと感動を知ったのは大学生のと

きに、プロの合唱団のエキス トラとして長野の小学校ヘ

の演奏旅行に同行した時です。とくに、子どもたちには

知らせずに訪問した特別支援学校では、学校に着くと子

どもたちがこれまでに経験したことがないほど嬉しそう

に迎えてくれました。演奏が始まると一曲ごとに大きな

拍手をしてくれました。中には両手が合わない子どもた

ちもいましたが、それでも一生懸命拍手している姿は今

でも忘れることができません。思わず涙を流しそうにな

ったのを必死でこらえたことを今でも鮮明に覚えていま

す。最後に全員合唱で 「七つの子」を歌ったときに、音

は外れていても本当に一生懸命歌っている子どもたちの

は本当に素晴らしく思え、また、感動しました。この

浅 子 元 理事

子どもの頃から合唱が好きで、大宮

の少年少女合唱団で歌い始めたのが合

唱人生の始まりでした。現在埼玉第九

合唱団に所属し年末に第九を歌い続け

ています。

埼玉県の合唱の発展のため尽力したいと思つています。

関根 盛純 理事

30歳代半ばから始めた合唱は15年。

今では合唱音楽にすっかり魅了され、

複数の合唱団で歌う身となりました。

合唱をこよなく愛する皆様が楽しい合

唱活動を送れますよう、微力ながら裏

:器

毛
●|

須藤るり香 理事

合唱団で歌う生活に連盟のお仕事も

加わりました。まだまだ不慣れであり

ますが、皆さんが楽しんで演奏する場

がさらに多くなるよう、携わっていき

たいと思います。どうぞよろしくお願

皆川 裕紀 理事

小学生の時に合唱団で歌い始め、中

学 ・高校と音楽部に所属し、クール ・

ヴァン ・ヴェールで女声合唱を追究し

て数十年 !合唱のおかげで今の自分が

あります。様々な合唱の舞台を支える

いいたします。

方 として頑張っていこうと思います。 お手伝いができましたら幸いです。

(五十音順)
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皇彗  矢ロ

SAITAMAコ ーうスワータシヨツプ2014

SAITAMAコ ーラスワークショップ2013は 、春と秋

2回 にわたり開催いたしました。多くの方のご参加、誠

にあ りがとうございました。コーラスワークショップ

2014で は、さらに多くの企画を立ち上げ、皆様のご期

待に添えるよう、計画を立てております。

ワークショップ2014で は、再び開催を一 日にします

が、 6つ の講座をご用意させていただきます。従来の

NHK学 校音楽コンクール中学校の部課題曲講習会 (藤

井宏樹先生)、全 日本合唱コンクール課題曲講習会 (須

藤礼子先生、藤井宏樹先生)の 講座に加えまして、パフ

ォーマンスや簡単な振り付けを合唱に取 り入れるための

楽 しいレッスン (濠1作家 ・演出家 ・役者 山下裕士先

生)、「この地球のどこかで」でおなじみの作曲家 岩松

歓先生の新曲を先生のご指導のもと、みんなで歌おう !

といった講座を予定しています。また、全日本合唱コン

クール課題曲講習会では、課題曲の指導方法について、

講師の先生がモデル合唱団をもとに講義していただくス

タイルを予定しています。 5月 11日 (日)、和光市民文

化センターにて、どうぞ、皆様奮ってご参加下さい !

彩の国男声コーうスフェステイバ′じ2014

彩の国男声コーラスフェスティバル2013で は、多数

のご参加をいただきありがとうございました。参加の皆

様からの色々なご意見を伺いながらフェスティバルを盛

り上げたいという主旨のもと、アンケー トを実施させて

いただきました。その貴重なご意見を参考に、2014年

度の男声コーラスフェスティバルは、11月 1日 (土)、

川口総合文化センター リリア 音楽ホールでの実施の

運びとなりました。例年の良いところを生かしつつ、新

たな企画も予定しています。講師には、お江戸コラリア

ーず等の合唱団で ご活躍の山脇卓也氏をお招き致 しま

す。山脇先生には、各合唱団の講評以外に、信長貴富氏

作曲の 「くちびるに歌を」の指導をお願い致 します。そ

のレッスンには、個人、団体を問わず誰でも参加できる

「その日限 りの合唱団」を結成し、レッスンしていただ

く予定です。その第 1回 目の事前練習は、10月 4日 (土)

に行われる男声コーラスフェスティバル打ち合わせ会終

了後に、その場で行いたいと思っています (会場未定)。

彩の国男声コーラスフェスティバル2014へ の、多く

の皆様のご参加をお待ちしています。

第59回埼玉県合唱祭

埼玉県合唱祭へのご参加、並びにご協力、誠にありが

とうございます。今後の合唱祭にも引き続きのご厚情を

切にお願い致します。

さて、2014年度埼玉県合唱祭ですが、従来の形式を

多少変えて、皆様のより参加しやすい形を試みようと考

えています。ひとつは、一日2部 制で行われていたのを

3部 制に変更致 します。従来の 2部 制の場合、ホールで

の滞在時間が長く、また第 1部 にご出演の皆様には、昼

食の時間が大分遅くなってしまうというご指摘がござい

ました。これを改善するために3部 制を試みることに致

します。これに伴い、事前の出演希望の提出については

若干の変更をお願いすることになることをご了承下さ

い。もう一つの変更点は講師の先生方についてです。 3

部制にすることにより、各部 2名 ずつ、一日延べ 6名 の

講師をお呼びする形となります。こちらも、 日本合唱指

導者協会の会員の方を何名か講師としてお呼びするとい

う新たな試みを計画してお ります。詳しくは、要項をご

らんください。皆様のご理解、ご協力をお願い致します。

平成26年度合唱コンターんの審査員について

第57回 埼玉県合唱コンクール

8月 23日 (土)

大職一般部門大学ユース合唱の部、高等学校部門

江上孝則、佐々木典子、清水雅彦、平松英子、保延裕史

8月 24日(日)

小学校部門、中学校部門混声・同声

江上孝則、佐々木典子、清水雅彦、平松英子、保延裕史

8月 31日 (日)

彩の国部門、大職一般部門室内。同声・混声合唱の部

小畑恒夫、佐々木典子、清水雅彦、永井和子、保延裕史

第69回 関東合唱コンクール

9月 27日 (土)

中学校部門混声・同声(茨城県 県民文化センター)

河合孝夫、澤島富雄、鈴木茂明、樋本英一、渡辺三郎

9月 28日(日)

高等学校部門A・B(茨城県 県民文化センター)

河合孝夫、澤島富雄、鈴木茂明、樋本英一、渡辺三郎

10月12日(日)

大職一般部門(群馬県 前橋市民文化会館)ヽ

河合孝夫、澤島富雄、鈴木茂明、樋本英一、長谷川冴子

コンクール参加団体は第69回関東合唱コンクール終

了時まで、埼玉県合唱コンクール及び関東合唱コンクー

ルの審査員に指導を受けることを禁じます。
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♪私たちの場所

深谷市上柴中学校音楽部

顧問 大澤千恵子  ・

本校は今年30周年を迎えました。生徒数は582名で深谷

市内では一番大きな学校です。音楽部は現在21名で活動し

ています。夏に行われるコンクールに毎年出場して自分達の

目ざす合唱に一歩でも近づけるよう日々練習に取 りくんでい

ます。また、地域とのつながりも大切にしたいと考え、市民

音楽祭や夏祭 り、福祉施設や小学校にも積極的に出かけて演

奏させていただいています。部員を集めることに毎年苦労し

ているので、新年度の部員勧誘にも力を入れて、多くの新入

部員が集まるよう工夫しています。今後もひとりひとりのレ

ベルアップを目標に、部員全員で心をひとつに合唱に取りく

んでいきたいと思います。

Blanc Bouleau

代表 飯山二五重 ●

5年 前、アカペラアンサンブルを専門に勉強されてきた斉

藤暢子先生に出会い、その美しい歌声と音楽性に魅了され

「Blanc Bouleau」 が誕生しました。「白樺」という意味で

ブランブロー、愛称 「ベベ」と名付けました。高原に美しく

さわやかに立ち並ぶ自樺の子供の頃の幹は、か細く黒く、不

揃いの木々はシダの中から退しくしなやかに成長します。私

達も新しい音楽に挑戦し頑張つております。歌う歓び、美し

い響きを常に心掛け、それぞれが築いてきた人生が、音とな

り、魅力的に重なり合う瞬間の何ともたまらない喜びを知っ

てしまった私達です。でもまだまだベベ (赤ん坊)。たくさ

んの経験をして豊かな音楽に出会っていきたいです。

小松原高等学校音楽部

顧間 蛭田 光仁 ●

こんにちは、小松原高校音楽部です。今年で創部11年目

を迎えます。創部当初は、部員が5名 しかおらず顧問も一緒

になって発表していました。現在は、おかげ様で多くの行事

に参加出来るようになりました。

つい先日は、おかあさんヨーラス埼玉県大会に出演させて

いただきました。思いがけず部員達も大変な盛り上がりで、

よき思い出となりました。また昨年 7月 には、青少年国際文

化交流の企画で台湾演奏旅行に参加することが出来ました。

いろいろな素晴らしい体験をさせていただく中で、人の温

かい心に触れ、心も豊かに成長していくのを感じます。これ

からも、男声合唱の素晴らしさを伝えられるよう努力してい

きたいと思います。

●

虹 の 会

代表 山本 貞子 ●

牧野美紀子先生にご指導受けている水声コーラスと双葉コ

ーラスが平成 2年 に虹色の橋で繋がり、人間味あふれる心豊

かな合唱をめざして 「虹の会」を発足し県合唱連盟に加盟し

ました。以後県 と川越市合唱祭に毎年参加 し、現在団員は

44名です。今までに 3回 演奏会を開催 しました。先生は常

に発声練習に十分時間をとって下さいます。近頃では、団員

一同年齢を重ねながらも女学生のような澄んだ声で演奏でき

るように、又笑顔になれるように、と熱心にユーモアをまじ

えながらも、妥協許さずにご指導して下さいます。先生の理

想とする音楽には程遠いのですが、日標に向かつて努力し、

継続することに生きがいと喜びを感じる今 日この頃です。

*歌 うことが健康によい理由

よくストレス解消にヨガやエアロビクスと聞きますが呼吸を整えることが′いや精神を健全に保つポイントになるようです。怒ると呼吸

が浅くなり吐く息が短くなります。寝ているとき笑っているとき歌うときは吐く息が長くなります。また、歌うことで舌やのど。下あごの筋肉

を整え、美味しくご飯を食べ続けて栄養状態の改善に役立ちます。歌は充分に肺機能を使って新鮮な酸素をたくさん体内に取り込み

血液の循環を良くし、脳や心臓・内臓を活性化させます。毎日の練習はこんなに良いことだつたんですね!  (理 事 金田 典子)
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